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１. 業 績（Ａ） 

（１） 図 書（共 著） 

＊ Looking for Leadership: The Dilemma of Political Leadership in Japan (James Ganon and Ryo 

Sahashi 編) (Tokyo: Japan Center for International Exchange, 2015) “The Frequent Turnover of 

Japanese Prime Ministers: Still a Long Way to a Westminster Model”, 46-82 を担当。 

（２） 学会発表等 

＊ “Political Leadership in Japan: Long way toward a Westminster Model” “The third annual 

Stanford Summer Juku on Japanese Political Economy”, Walter Shorenstein Asia Pacific 

Research Center Stanford University, 2015 年 8 月 10 日。 

＊ 「2010 年代のオーラルについて『民主党を見つめ直す 元官房長官・藤村修回想録』を

手がかりに」「オーラルヒストリーの集い」東京大学先端科学技術センター，2016 年 3

月 5 日。 

＊ 2015 年度日本選挙学会（5 月 17 日、熊本県熊本市「市民会館崇城大学ホール」）分科会

「選挙競争と政党・政治家」討論者。 

 

２. 業 績（Ｂ） 

（１） 書評・解説等 

＊ 書評論文「一連の改革経緯から平成政治を読み解く」『週刊 東洋経済』2015 年 12 月 26

日/2016 年 1 月 2 日号, 206–207 頁。 

 

３. 助成金等による研究 

＊ 科学研究費補助金（基盤研究 C）「首相の指導力に対する国会議事日程決定権限や首相

の補佐体制の影響に関する実証的研究」研究代表者（2013‐2016 年度） 

＊ 科学研究費補助金（基盤研究 B）「戦後日本の統治構造改革史に対する総合的研究」研

究分担者（2013‐2016 年度） 

＊ 公益財団法人 大川情報通信基金 2014 年度研究助成「インターネットなどの情報通信

技術の発展が日本の政治・行政に及ぼす影響」（2015 年 3 月‐2016 年 3 月） 

＊ 政策研究センター 2015 年度研究助成「政治改革後の政策決定過程の変容」（2015 年 4

月‐2016 年 3 月） 

 



４. 教 育 

（１） 講 義 

＊ 日本政治と理論分析（春学期） 

＊ Comparative Politics (Fall 2015) 

＊ 日本政治研究特別演習（秋学期） 

＊ 現代日本の社会システム（春学期） 

（２） 論文指導 

＊ Young Leaders Program：修士課程 2 名（主指導、学位取得） 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1)：修士課程 1 名（主指導） 

＊ 安全保障・国際問題プログラム：博士課程 1 名（副指導、学位取得） 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム：博士課程 1 名（副指導、学位取得） 

 

５. 管理・運営への関与 

（１） 委員会 

＊ 政策プロフェッショナルプログラム・コミティー 

＊ 修士課程 公共政策プログラム・コミティー 

＊ Young Leaders Program (YLP) Committee 

＊ One-year Master’s Program of Public Policy (MP1) Committee 

＊ Two-year Master’s Program of Public Policy (MP2) Committee 

＊ 図書館運営委員会 

＊ 政策研究センター運営調査会 

（２） その他 

＊ 政策研究センター所長補佐 

＊ 政策研究センターリサーチプロジェクト「政治改革後の政策決定過程の変容」研究代表者 

＊ 図書選定（政治グループ） 

 

６. 社会的貢献（Ａ） 

（１） 国および地方公共団体における審議会等の活動 

＊ 自民党「参議院のあり方検討プロジェクトチーム」講師として出席 2015 年 6 月 19 日。 

＊ 参議院「国の統治機構に関する調査会」参考人として出席、2016 年 2 月 24 日。 

（２） 他大学・研究所等における活動 

① 非常勤講師 

＊ 青山学院大学国際政治経済学部非常勤講師 講義「比較政治 II」担当（全 15 回 2014 年

度前期） 

＊ 東京大学教養学部前期課程非常勤講師 講義「日本の政治」担当（全 13 回 2014 年度

前期） 

（３） 財団法人等における活動 

① 役員，委員会 

＊ Nippon.Com 編集委員会委員 

＊ 日本財団、グレートブリテン笹川財団、チャタムハウス共催「日英グローバルセミナー」

企画委員会委員 



 

７. 社会的貢献（Ｂ） 

（１） ジャーナリズムを通じた発言 

① 活字メディア 

＊ コメント「［政治の現場］再考『良識の府』参院の権限弱めるべきだ」『読売新聞』2015

年 5 月 26 日。 

＊ 寄稿「安保関連法案 議論の深まり期待」『読売新聞』2015 年 6 月 29 日。 

＊ コメント「『強い参議院』見直しを」『日本経済新聞』2015 年 7 月 25 日。 

＊ 寄稿「参議院選挙制度改革と合区の意義」『ヤフー！ニュース個人』2015 年 7 月 26 日。 

＊ コメント『東京新聞』2015 年 7 月 31 日。 

＊ コメント『東京新聞』2015 年 8 月 1 日。 

＊ コメント「政策論争なく残念」『日本経済新聞』2015 年 9 月 9 日。 

＊ 寄稿「東アジア情勢の変化見据える」『読売新聞』2015 年 9 月 28 日。 

＊ インタビュー「還暦の自民党 私はこう見る」『日本経済新聞』2015 年 11 月 14 日。 

＊ コメント「『首相 1 強』20 年経て到達 権力チェックに課題」『日本経済新聞』2015 年

11 月 14 日。 

＊ 選定「今年の論稿ベスト３」『読売新聞』2015 年 12 月 7 日。 

＊ コメント「公明の影響力強く」『日本経済新聞』2015 年 12 月 13 日。 

＊ 寄稿「2015 年の国内政治を振り返る―「安倍１強」の政治過程」『ヤフー！ニュース個

人』2015 年 12 月 28 日。 

＊ 寄稿「強い安倍政権 実績と問題」『読売新聞』2015 年 12 月 28 日。 

＊ コメント「権限再検討すべき」『日本経済新聞』2016 年 1 月 3 日。 

＊ コメント「甘利氏金銭問題でも、内閣支持率なぜか堅調」『日本経済新聞』2016 年 2 月

2 日。 

＊ コメント「アダムズ方式で」『日本経済新聞』2016 年 2 月 27 日。 

＊ 寄稿「今年の政治の行方：参議院議員選挙の注目点とダブル選挙の可能性」『ヤフー！

ニュース個人』2016 年 1 月 2 日。 

＊ 鼎談「激論 参院選「改憲 3 分の 2」はあるか」（牧原 出氏、中北 浩爾氏とともに）『文

芸春秋』2016 年 2 月号 200～211 頁。 

＊ 寄稿「最終処分場受け入れへ 苦渋の決断」『読売新聞』2016 年 3 月 28 日。 

＊ インタビュー：「与党が恐れる政策掲げよ」、「論点：民進党結党と野党再編」毎日新聞、

2016 年 3 月 28 日。 

② 電波メディア 

＊ BS フジテレビ「プライムニュース」「どうなる？ 参議院選挙制度改革」出演 2015 年

7 月 22 日。 

＊ 広島 RCC ラジオ「本名正憲のおはようラジオ」電話インタビュー 2015 年７月 28 日。 

＊ BS-TBS「週刊報道 LIFE」「鴻池委員長の 100 時間 〜参議院とは何か〜」出演 2015

年 10 月 11 日。 

（２） 講演会，座談会，会議出席 

＊ 勉強会講師「政策懇談会」「平成政治の中の第二次・三次安倍内閣」2015 年 4 月 11 日

東京。 



＊ セミナー講師 Forum 80「日本政治の構造変化と安倍内閣」2015 年７月 23 日、東京。 

＊ 勉強会講師、経済広報センター（英国ジャーナリストとの懇談会）「WAITING FOR THE 

THIRD ARROW?」2015 年９月７日、東京。 

＊ 勉強会 モデレーター しらかば会 2015 年 10 月 7 日、東京 

＊ パネルディスカッション司会 東京大学外資系銀杏会「グローバル ビジネス リーダ

ーズ サミット」「マクロエコノミー プロジェクト」2015 年 10 月 17 日、東京。 

＊ セミナー講師 青山社中「議院内閣制と選挙制度」2015 年 11 月 4 日、東京。 

＊ セミナー講師 青山社中「首相の指導力」2015 年 11 月 11 日、東京。 

＊ セミナー講師 Forum 80「日本政治の構造変化とアベノミクス第２ステージ」2015 年

11 月 17 日、東京。 

＊ セミナー講師 青山社中「日本政治の構造変化」2015 年 11 月 18 日、東京。 

＊ 勉強会講師 フォーラム 21「日本政治の構造変化とアベノミクス第２ステージ」2015

年 12 月 7 日、東京。 

＊ セミナー講師 外務省、慶應大学「Mirai プログラム」（欧州の大学生招聘プログラム）

「A Perspective on Japanese Politics」2015 年 12 月 17 日、東京。 

＊ 勉強会講師 BNP パリバ証券「選挙イヤー：改めて知っておきたい参議院」2016 年 1

月 25 日。 

＊ パネルディスカッションパネリスト「憲法改正 ～何を残し、何を変えるべきか～」グ

ロービス「G1 サミット」2016 年 3 月 21 日、沖縄県名護市。 

＊ 自主ゼミ 「竹中ゼミ」大学生と月 1 回、現代に関連する書籍を読む読書会（於：政策

研究大学院大学）。 


